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ａ：進んでいる。　高い。 Ａ：計画を上回る進捗で、十分な成果が得られている。
ｂ：概ね順調。　概ね適切。 Ｂ：概ね計画どおり進んでおり、一定の成果が得られている。
ｃ：遅れている。　低い。 Ｃ：計画から遅れが見られ、十分な成果が得られていない。

令和２年度事業点検・評価調書　
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第４章　世界遺産登録に向けた来訪者の受入体制整備
取組項目 二次交通の充実・改善

Ⅰ.アクセスルートの整備・来訪者の誘導等

事業(施策)名 ９　二次交通の状況調査
佐渡市交通政策課

関連団体 佐渡地区ハイヤー協会、新潟交通佐渡(株)

事業実施期間 Ｈ28～R4

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

事
業
計
画
と
実
績

【Ｒ２年度計画】
バス、タクシー、レンタカーの台数を調査する。（毎年6月頃）
観光二次交通ルートのバス乗降車数を調査する。（月単位集計）
タクシー事業者との意見交換を行う。
調査結果、意見交換の結果をとりまとめ、二次交通の充実・改善に向けた基礎データとして保管
する。

【Ｒ２年度実績】
車両台数及び観光二次交通ルートのバス乗降車数の調査を実施した。（6月）
貸切バス43台、タクシー60台、レンタカー418台（通常期）

観光二次交通ルートバス乗降車数は感染症拡大の影響で大幅な減少見込みとなる。
タクシー事業者との意見交換を実施した。（8月、10月、12月、1月）
特に、コロナ対策に関連した市の二次交通支援事業及び感染防止対策事業について意見交換
を行った。

事
業
概
要

【事業目的】
二次交通の状況調査を実施し、調査結果を二次交通の充実に反映させる。

【事業内容】
毎年、バス、タクシ、ハイヤー、レンタカーの台数等の調査を実施し、課題の抽出と解決策の検討
を行い、二次交通の充実を図る。

事
業
評
価

【事業の達成度】
令和4年度末及び世界遺産登録後の来訪者の入り込みや新型コロナによ
る影響を踏まえながら、二次交通の充実に向けた検討を進めるため、デー
タ収集は計画とおり実施したためB評価とした。

　　〔　a  ・  b  ・  c　〕

【事業実施の効果】
　　〔　a  ・  b  ・  c　〕

【総合評価】
　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

課
題
・
今
後
の
取
組

【課題】
新型コロナ感染症拡大によって利用者が減少し、事業者の経営に影響が及んでいることから減
車等の今後の動向を注視して二次交通を確保維持する必要がある。

【今後の取組】
車両台数調査を継続する。
路線バスのフリーパス券の販売継続と乗降車数の調査を継続する。
島内二次交通を維持するため、バス、タクシー、レンタカー事業者の事業活動を支援する。
※R2年度はコロナ対策としてバス、タクシー、レンタカーの割引支援を実施
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